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●今月の主な内容
住宅の取得・建築などの補助制度   2 ～ 3
男女共同参画社会に関する意識調査結果   4 ～ 6
おぢや春まつりのお知らせ   8
NHKラジオ公開収録の観覧募集   9
市褒賞条例褒賞者表彰式   12
市政懇談会を開催します   12
市役所人事異動   14
平成28年度成人式のご案内   17
お知らせ・健診日程   18 ～ 19

絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ
　3月31日㈭、図書館で平成27年度最後の
「もくようおはなしかい」が開催されました。
この日は春休み中ということもあり、おばあ
ちゃんの家に来ているという東京都の小学生
も参加していました。「もくようおはなしか
い」は毎週木曜日の午後3時30分から図書館
で開催していますので、みなさん、ぜひ遊び
に行ってみてください。
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◎
住
宅
取
得
補
助
制
度

　

定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

促
進
す
る
た
め
、
市
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は

取
得
す
る
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅
を

　

取
得
す
る
方
（
建
て
替
え
の
場
合
も
含
み
ま
す
）

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
自
己
名
義
で
当
該
住
宅
の
登
記
を
行
う
方
（
転

　

入
者
が
共
有
名
義
で
登
記
す
る
場
合
に
は
、

　

½
以
上
の
持
ち
分
を
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
た
だ
し
、
契
約
書
を

　

交
わ
さ
な
い
売
買
や

　

無
償
譲
渡
ま
た
は
相

　

続
に
よ
る
取
得
の
場

　

合
は
、
補
助
対
象
外

　

と
な
り
ま
す
。

住
宅
を
取
得
す
る
方
を
応
援
し

ま
す

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
を
応

援
し
ま
す

　

雪
に
強
く
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
市
内
に
克
雪
住
宅
を
建
築
す

る
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

住
宅
を
取
得
す
る
方
／
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
行
う
方

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
／
U
・
J
・
I
タ
ー
ン
を
す
る
方

■
補
助
金
の
額

区
分

対
象
要
件

補
助
上
限
額

新
築
住
宅
・

建
売
住
宅
の

取
得

市
内
に
お
い
て
、
新

築
住
宅
か
建
売
住
宅

を
取
得
し
た
場
合

10
万
円

市
内
業
者
と
契
約

を
交
わ
し
て
い
る

場
合

20
万
円
を

加
算

転
入
者
で
あ
る
場
合
50
万
円
を

加
算

中
古
住
宅
の

取
得

市
内
に
お
い
て
、
転

入
者
が
中
古
住
宅
を

取
得
し
た
場
合

30
万
円

■
対
象
要
件

▽
住
宅
と
は
、
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と

　

し
た
居
室
・
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど
を

　

備
え
て
い
る
延
べ
床
面
積
が
55
㎡
以
上
の
一

　

戸
建
て
住
宅
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▽
市
内
業
者
と
は
、
市
内
に
本
社
、
本
店
を
有

　

し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
の
う
ち
、
住
宅

　

建
築
業
を
営
ん
で
い
る
者
ま
た
は
宅
地
建
物

　

取
引
業
法
に
基
づ
く
免
許
を
受
け
て
い
る
者

　

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▽
転
入
者
と
は
、
本
市
に
転
入
し
た
日
ま
た
は

　

転
入
を
予
定
し
て
い
る
日
を
起
算
日
と
し
て
、

　

転
入
前
2
年
の
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し
て

　

い
な
い
方
で
、
引
き
続
き
5
年
以
上
の
定
住

　

の
意
思
を
も
っ
て
本
市
に
転
入
し
た
方
（
た

　

だ
し
、
転
入
日
か
ら
1
年
以
内
に
申
請
さ
れ

　

る
方
が
対
象
）
ま
た
は
転
入
を
予
定
し
て
い

　

る
方
。
な
お
、『
小
千
谷
市
定
住
促
進
事
業

　

家
賃
補
助
』
の
交
付
を
受
け
た
方
が
、
最
終

　

の
家
賃
補
助
対
象
月
の
翌
月
1
日
か
ら
1
年

　

以
内
に
申
請
す
る
場
合
は
、
転
入
者
と
同
様

　

の
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。

■
必
要
書
類

▽
申
出
書

▽
申
請
書

▽
請
負
契
約
書
の
写
し
（
建
築
の
場
合
）

▽
見
積
書
の
写
し
（
購
入
の
場
合
）

▽
住
宅
の
位
置
図
（
付
近
見
取
図
）

▽
各
階
の
平
面
図
（
延
べ
床
面
積
が
確
認
で
き

　

る
も
の
）

▽
納
税
証
明
書
・
定
住
誓
約
書
（
転
入
者
の
場
合
）

■
申
請
締
切
／
平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
建
築
す
る
場
合
は
工
事
の
着
手
前
に
、
購
入

　

す
る
場
合
は
契
約
の
日
の
前
日
ま
で
に
申
請

　

書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
補
助

　

金
交
付
決
定
後
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
た

　

だ
し
、
事
前
に
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と

　

き
に
は
、
補
助
金
の
対
象
に
で
き
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

◎
若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度

　

若
者
世
代
の
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、

市
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
住
宅
取
得
補
助
制
度
と
併
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
住
宅
取
得
補
助
制
度
の
補
助

対
象
者
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
、
申
請

日
現
在
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
方
、
ま
た

は
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

※
た
だ
し
、
契
約
書
を
交
わ
さ
な
い
売
買
や
無

　

償
譲
渡
ま
た
は
相
続
に
よ
る
取
得
の
場
合
は
、

　

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
額
／
上
限
20
万
円

■
必
要
書
類

▽
住
宅
取
得
補
助
制
度
の
必
要
書
類

▽
生
年
月
日
の
明
記
さ
れ
た
身
分
証
明
書
の
写

　

し
（
免
許
証
な
ど
）
ま
た
は
申
請
者
と
18
歳

　

未
満
の
子
と
の
続
柄
を
証
明
で
き
る
書
類
（
住

　
民
票
、
戸
籍
抄
本
な
ど
）

■
申
請
締
切
／
平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
建
築
す
る
場
合
は
工
事
の
着
手
前
に
、
購
入

　

す
る
場
合
は
契
約
の
日
の
前
日
ま
で
に
申
請

　

書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
補
助

　

金
交
付
決
定
後
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
た

　

だ
し
、
事
前
に
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と

　

き
に
は
、
補
助
金
の
対
象
に
で
き
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

応 援応 援
します！します！

　

各
補
助
制
度
の
申
請
書
な
ど
は
建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ojiya.niigata. jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
い
た
だ
け
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
建
築
住
宅
係

83
・
3
5
1
4
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木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
行
う

方
を
応
援
し
ま
す

地
域
で
働
き
、
小
千
谷
で
暮
ら

す
U
・
J
・
I
タ
ー
ン
就
職
者

を
応
援
し
ま
す

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
被
害
を
軽
減
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

耐
震
基
準
が
見
直
さ
れ
た
建
築
基
準
法
改
正
前

（
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
）
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
必
要
書
類
を
添
え
て

着
手
前
に
申
請
し
、
補
助
金
交
付
決
定
後
に
着

手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
要
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
人
に
診
断

費
の
一
部
を
補
助
し
、
自
己
負
担
額
が
1
万
円

と
な
る
補
助
制
度
で
す
。
木
造
住
宅
耐
震
改
修

設
計
費
、
改
修
工
事
費
補
助
制
度
や
木
造
住
宅

部
分
補
強
・
地
震
保
険
等
加
入
促
進
補
助
制
度

を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
耐
震
診
断
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

耐
震
診
断
の
対

象
と
な
る
延
べ

床
面
積

耐
震
診

断
費

自
己
負

担
額

補
助
金

額

70
㎡
以
下

7
万
円

1
万
円

6
万
円

70
㎡
超

1
7
5
㎡
以
下

8
万
円

1
万
円

7
万
円

1
7
5
㎡
超

10
万
円

1
万
円

9
万
円

■
申
請
締
切
／
平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
定
住
促
進
事
業
家
賃
補
助
制
度

■
補
助
対
象
者
／
次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
を

満
た
す
就
業
者
の
方

◎
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
・
改
修

　

工
事
費
補
助
制
度

　

耐
震
診
断
を
行
っ
た
方
で
、
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
設
計
・
改
修
工
事
を
行
う
方
に
、
そ
の

設
計
費
と
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
着

工
前
に
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修
設
計
設
計
費
の
½
（
上
限
10
万
円
）

の
額

全
体
耐
震
改
修

工
事

工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万
円
）

に
最
大
15
万
円
を
加
算
し
た
額

部
分
耐
震
改
修

工
事
、
シ
ェ
ル

タ
ー
工
事

工
事
費
の
4/9
（
上
限
40
万
円
）

に
最
大
10
万
円
を
加
算
し
た
額

※
高
齢
者
と
障
が
い
者
世
帯

　

の
方
が
対
象
で
す
。

■
申
請
締
切
／
平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
地
震
保
険
等
加
入
促
進
補
助
制
度

　

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
世
帯
の
、
住
宅
再

建
手
段
と
し
て
有
効
な
地
震
保
険
な
ど
へ
の
加

入
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
震
保

険
料
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
締
切
／
平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

住宅の取得・建築などの補助制度

①
年
齢
が
55
歳
以
下
で
、
本
市
に
転
入
し
た
日

　

か
ら
６
か
月
以
内
に
申
請
さ
れ
る
方

②
定
住
誓
約
書
の
提
出
が
で
き
る
方

③
地
域
で
常
用
雇
用
労
働
者
と
し
て
就
業
さ
れ

　

て
い
る
方
（
個
人
事
業
主
と
就
農
者
も
含
む
）

④
転
入
後
、
市
税
を
滞
納
せ
ず
に
納
付
さ
れ
る
方

※
地
域
と
は
、
小
千
谷
市
以
外
を
含
み
ま
す
。

※
常
用
雇
用
労
働
者
と
は
、
正
社
員
ま
た
は
短

　

時
間
正
社
員
の
方
を
い
い
ま
す
。
派
遣
社
員

　

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

　

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
個
人
事
業
主
と
は
、
開
業
の
届
出
に
よ
り
就

　

業
さ
れ
る
方
で
す
。

※
就
農
者
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
で
生
計
を
維

　

持
す
る
こ
と
を
目
的
に
就
農
さ
れ
る
方
で
す
。

※
公
務
員
ま
た
は
就
業
状
況
な
ど
で
定
住
し
な

　

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
方

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
住
宅
／
市
内
の
民

間
の
借
家
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

※
社
宅
や
社
員
寮
ま
た
は

　

雇
用
促
進
住
宅
な
ど
の

　

公
共
的
な
住
宅
は
除
き

　

ま
す
。

■
補
助
金
額
／
支
払
っ
た
家
賃
の
月
額
（
共
益

費
を
除
く
）
と
、
当
該
借
家
な
ど
に
付
属
す
る

駐
車
場
の
使
用
料
と
の
合
計
金
額
の
⅓
以
内
の

額
（
2
万
円
を
限
度
、
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
補
助
期
間
／
交
付
決
定
の
月
か
ら
24
か
月
を

限
度

■
必
要
書
類
／
申
請
書
に
賃
貸
契
約
書
の
写
し
、

履
歴
書
、
誓
約
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
予
算
枠
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

工
事
の
着
手
前
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
、

補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
に
着
手
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

　

制
度

　

克
雪
住
宅
を
建
築
す

る
方
や
、
既
存
住
宅
を

克
雪
住
宅
に
改
良
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

▽
市
内
に
克
雪
住
宅
を
新
築
、
改
築
す
る
方

▽
新
た
に
既
存
住
宅
の
屋
根
を
改
良
し
て
克
雪

　

住
宅
に
改
良
す
る
方

■
補
助
対
象
住
宅
／
克
雪
住
宅
（
融
雪
式
、
耐

雪
式
、
落
雪
式
住
宅
）
別
途
基
準
あ
り

■
補
助
上
限
額
／
▽
融
雪
式
住
宅
：
44
万
円
▽

耐
雪
式
・
落
雪
式
住
宅
：
33
万
円

※
た
だ
し
、
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
・

　

世
帯
主
が
障
が
い
者
で
あ
る
世
帯
な
ど
は
、

　

上
限
額
が
融
雪
式
で
55
万
円
、
耐
雪
式
・
落

　

雪
式
で
44
万
円
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
締
切
／
平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
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『
お
ぢ
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
の
見
直
し
を
行
う
に
あ
た
り
、

市
民
と
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
た
意
識
調
査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
本
市
に
お
い
て
男
女
共
同

参
画
施
策
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
意
識
調
査
」

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
意
識
調
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
調
査
対
象
／
無
作
為
に
抽
出
し
た
20
歳
以
上
の
市
民

■
対
象
者
数
／
1
0
0
0
人
（
男
女
各
5
0
0
人
）

■
調
査
期
間
／
平
成
27
年
11
月
4
日
〜
12
月
2
日

■
有
効
回
収
率
／
57
・
1
％

男
女
の
地
位
に
お
け
る
平
等
感
に
つ
い
て
（
グ
ラ
フ
1
）

　
「
男
性
が
優
遇
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
が
優
遇
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
が
半
分
を
超
え
て
い
る
も
の
が
、「
社
会
慣

習
（
し
き
た
り
）
に
つ
い
て
」
と
「
政
治
・
経
済
活
動
の
場

で
」
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
の
平
等
感
に
は
差
が
あ
る
と
い
え

ま
す
。
反
対
に
「
学
校
教
育
の
場
で
」
の
よ
う
に
、「
平
等
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
分
野
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
生
活
に
お
け
る
意
識
（
グ
ラ
フ
2
）

　
「
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と

い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
30
％
で
、
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
に
つ
い
て
否
定
的
な
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
県
の
調
査
結
果
と
比
べ
る
と
、
い
ず
れ
の
項
目
も
「
思

う
」
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

凡 例

グラフ1　男女の地位における平等感について

男性優遇 無回答わからない女性優遇平等どちらかとい
えば男性優遇

どちらかとい
えば女性優遇

6.16.1

8.58.5

33.433.4 38.738.7

41.241.2 38.538.5 6.06.0 5.35.3

1.2 1.81.8

4.14.1 18.518.5 5.2

34.734.7 47.047.0 6.16.1 2.32.3

1.3

9.39.3 35.035.0 30.830.8 4.94.9 8.610.510.5

0.9

40.940.9 23.623.6 10.520.920.94.04.0

15.615.6 42.142.1 28.528.5 4.24.2 9.29.2

0.5

11.711.7 52.752.7 21.021.0 2.82.8 3.93.97.57.5

0.4

58.458.4 12.512.5 7.719.619.61.81.8

18.618.6 51.751.7 21.421.4 2.92.9 4.74.7

0.6

57.857.8 2.52.5

16.316.3 47.147.1 20.320.3 10.710.7

1.2

1.01.0

0.2

52.752.7

65.565.5

18.018.0 7.820.420.4

11.011.0

6.86.8

2.42.4

2.52.5

30.030.0 44.044.0 18.618.6 6.36.3
0.9 0.3

小千谷市

新潟県

全 国

小千谷市

新潟県

全 国

小千谷市

新潟県

全 国

小千谷市

新潟県

全 国

小千谷市

新潟県

全 国

2.52.5 13.813.8

8.1

4.74.7

4.24.2

67.067.0

24.624.6

15.815.8
0.70.7

3.03.011.011.0

●家庭の中で

●職場の中で

●社会習慣（しきたり）について

●政治・経済活動の場で

●学校教育の場で

●男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである

0　　　　   20　　　　  40　　　　  60　　　　  80　　　　 100（％）

0　　　　   20　　　　  40　　　　  60　　　　  80　　　　 100（％）

小千谷市

新潟県

小千谷市

新潟県

小千谷市

新潟県

小千谷市

新潟県

小千谷市

新潟県

凡 例

グラフ2　家庭生活における意識

そう思う 無回答わからないそう思わないどちらかとい
えばそう思う

どちらかといえ
ばそう思わない

16.816.83.73.7 26.326.3 47.847.8 3.93.9

1.6

8.08.0 41.841.8 28.728.7 16.816.8 4.74.7

33.833.8 41.541.5 12.812.8 7.57.5

1.2

34.734.7 47.247.2 13.113.1

0.8

4.24.2

3.23.2

17.717.7 41.241.2 16.616.6 19.319.3

1.9

3.33.3

27.227.2 45.645.6 16.216.2 6.96.9 4.14.1

10.010.0 38.938.9 20.820.8 22.822.8 6.16.1

46.046.019.619.6 7.97.9 4.34.3

1.4

22.122.1

19.319.332.032.0 23.523.5 6.86.8

1.6

16.816.8

25.325.330.030.0 12.412.4 4.04.028.428.4

●女性は仕事を持つのはよいが、家事・育児をきちんとすべきである

●子どもが小さいときには母親が子育てに専念すべきである

●男性も女性も平等に家事、育児をすべきである

●結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい

ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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男女共同参画社会に関する意識調査結果

男
性
が
家
事
・
子
育
て
・
介
護
に
積
極
的
に

参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
（
グ
ラ
フ
3
）

　
「
夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
よ
く
は
か
る
こ
と
」
と
い
う
回
答
が
過
半
数

を
超
え
、
次
い
で
「
男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な

く
す
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
（
グ
ラ
フ
4
）

　

女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
は
「
育
児
休
業
制
度
の
充
実
」
が
必
要

と
考
え
る
人
が
最
も
多
く
、「
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
の
た
め
に

退
職
し
た
職
員
の
再
雇
用
制
度
の
充
実
」「
学
童
保
育
な
ど
の
育
児
施

設
の
整
備
」「
介
護
休
業
制
度
の
充
実
」「
結
婚
・
出
産
退
職
の
圧
力
な

ど
が
な
い
こ
と
」
の
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
推
進
の
た
め
に
力
を
入
れ
る
こ
と
（
グ
ラ
フ
5
）

　
「
子
育
て
や
介
護
を
社
会
的
に
支
援
す
る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

こ
と
」
に
最
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
人
が
多
く
、「
子
育
て
や
介

護
中
で
あ
っ
て
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
」「
子
育
て
や

介
護
の
た
め
い
っ
た
ん
仕
事
を
辞
め
た
人
の
再
就
職
を
支
援
す
る
こ
と
」
の

割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
が
大
き
い
子
育
て
や
介
護
へ
の
支
援
や

対
応
策
が
多
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

グラフ3　男性が家事・子育て・介護に積極的に参加するために必要なこと

グラフ4　女性が働き続けるために必要なこと

グラフ5　「男女共同参画社会」の推進のために力を入れること

0　　　　 20　　　   40　　　　60（％）

0　　　　 20　　　   40　　　　60（％）

0　　　　 20　　　   40　　　　60（％）

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと

労働時間短縮や休暇制度を普及・活用することで、仕事以外の時間を多く持てるようにすること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護についての評価を高めること

年配者などが、夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重すること

男性が家事、子育て、介護に関心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと

家庭と仕事の両立などの問題について、男性が相談しやすい窓口を設けること

男性が子育て、介護を行うための仲間（ネットワーク）づくりをすすめること

男性が家事、子育て、介護などの技能を高めるための講座を開催すること

男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと

特に必要なことはない

その他

子育てや介護を社会的に支援する施設・サービスを充実すること

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援すること

子育てや介護のためいったん仕事を辞めた人の再就職を支援すること

労働時間の短縮や在宅時間の普及など男女共に働き方の見直しを進めること

生涯を通じた男女の健康について支援すること

学校教育や職場、地域などにおいて、男女共同参画の意識を育む学習を充実すること

男性が家事、子育て、介護に関心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと

審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用すること

家庭や地域の活動に参加しやすい環境を整えるよう、企業に働きかけること

条例や制度の面で見直しを行うこと

男女の平等と相互理解や協力についての啓発や情報提供を行うこと

民間企業・団体などの管理職に女性の登用が進むよう支援すること

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供すること

配偶者などからの暴力被害の防止、根絶や相談・支援体制を充実すること

従来、女性が少なかった分野（研究者など）への女性の進出を支援すること

地域や団体で活躍できる女性リーダーを養成すること

わからない

その他

特にない

育児休業制度の充実

結婚、出産、育児、介護のために退職した職員の再雇用制度の充実

学童保育などの育児施設の整備

介護休業制度の充実

結婚・出産退職の圧力などがないこと

女性が働くことに対する家族や周囲の理解と協力

育児休業・介護休業中の賃金などの充実

介護施設などの整備

経営者・管理職の意識の変化

働く職場が多いこと

男は仕事、女は家庭という性別による固定的な役割分担意識を持つ人が減ること

フレックスタイム制（出退勤時間を従業員が自由に決められる制度）の導入

男性が家事や育児をすることに対する家族や周囲の理解と協力

昇進・給与などに男女の差別的取扱いがないこと

男性の意識の変化

労働時間の短縮

女性自身の自覚・意欲・能力の向上

能力発揮の場が多いこと

わからない

その他

特にない

56.6

18.6

15.2

13.7

11.2

4.0

2.8

25.2

41.2

45.2

49.0

24.5

59.7

39.8

39.4

37.5

35.2

34.7

29.6

48.9

49.0

49.9

52.0

44.5

23.3

19.3

12.6

3.3

1.4

0.4

28.7

24.9

19.6

57.4

23.1

22.9

22.6

19.1

18.9

17.5

28.0

33.3

54.6

56.9

24.3

12.1

5.3

2.3

1.8

16.3

13.3

9.6
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育
児
休
業
ま
た
は
介
護
休
業
の
活
用
を
進
め
る
た
め

の
課
題
（
グ
ラ
フ
6
）

　

育
児
休
業
や
介
護
休
業
の
活
用
を
進
め
る
た
め
の
課
題
と

し
て
は
、「
休
職
中
の
代
替
要
員
の
確
保
」
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
事
業
所
が
最
も
多
く
、
7
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
（
グ
ラ
フ
7
）

　
「
仕
事
の
効
率
や
業
務
の
見
直
し
」
と
「
時
間
外
労
働
を
減
ら

す
」
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
事
業
所
が
多
く
、
次
い
で
「
有

給
休
暇
取
得
を
推
進
す
る
」「
育
児
・
介
護
休
暇
を
取
り
や
す
く

す
る
な
ど
職
場
環
境
を
改
善
す
る
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
集
計
結
果
は
、
今
後
策
定
さ

れ
る
次
期
『
お
ぢ
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
の
基
礎

資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ん
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

意
識
調
査
結
果
報
告
書
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
市

民
生
活
課
生
活
安
全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

83
・
3

5
1
6

■
調
査
対
象
／
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内
の
事
業
所

■
対
象
事
業
所
数
／
1
0
0
社

■
調
査
期
間
／
平
成
27
年
11
月
4
日
〜
12
月
2
日

■
有
効
回
収
率
／
68
・
0
％

休職中の代替要員の確保

代替要員の教育訓練の実施

休職中の賃金補償

制度利用者・非利用者間の不公平感の是正

復職時の受け入れ体制づくり

制度を利用しやすい雰囲気づくり

特にない

その他

仕事の効率や業務の見直し

時間外労働を減らす

有給休暇取得を推進する

育児・介護の両立支援制度を充実する

経営者や従業員に対する研修を実施する

フレックスタイム制や在宅勤務を導入する

保育や介護サービスを充実する

相談窓口を設置する

特にない

無回答

育児・介護などを行っている従業員に対して、
休暇を取りやすくするなど職場環境を改善する

0　　　　　　 20　　　　　   40　　　　　　60（％）

0　　　　 20　　　   40　　　　60　　　　 80（％）

グラフ6　育児休業または介護休業の活用を進めるための課題

グラフ7　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を進めるために必要なこと

2.9

20.6

16.2

14.7

73.5

26.5

22.1

17.6

1.5

13.2

8.8

7.4

38.2

35.3

20.6

10.3

2.9

52.9

51.5

男女共同参画社会に関する意識調査結果



報奨金報奨金
　全国大会などに出場される方に対して報奨金を交
付しています。
■対象者
▷市内に事務所などを有する団体
▷市内に在住、在学または市内に在職している方で、
　その所属するチームの一員として出場する場合
▷小千谷市出身（生徒・学生）で保護者が市内に在
　住している方
■対象内容
〇文化振興：▷文部科学省・文化庁などが主催する
　全国規模以上のコンクールなどへ出場する方また
　は団体▷国を代表して国際大会へ出場する方
〇スポーツ振興：▷選抜選考により日本体育協会ま
　たは日本体育協会加盟団体などが主催する全国規
　模以上の競技大会に県を代表して出場する方また
　は団体▷国を代表して国際大会に出場する方
■報奨金の額
▷全国大会出場者1人につき定額1万円
▷5人以上の団体で出場する場合は1団体定額5万円
▷国際大会出場者1人につき定額5万円
■申請方法／内申書などを総合体育館へ提出してく
　ださい。随時受け付けています。用紙は総合体育
　館にあるほか、市ホームページ http://www.ci
　ty.ojiya.niigata.jp/からもダウンロードいただけ
　ます。
■その他／他の補助金などの交付を受ける場合は対
　象になりません。

～寄付のお願い～～寄付のお願い～
　　この基金への寄付を募っています。みなさん
　からのご寄付をお待ちしています。

郷土芸能などの保存、継承活動を応援します！
　市では、小千谷市郷土芸能育成事業補助金交付要綱に基づき補助金を交付しています。
郷土芸能などを後世に伝えるための活動を行う団体で、補助金の交付を希望される団体は
お問い合わせください。
■対象／市内に伝わる郷土芸能、風俗慣習の保存、継承を行っている団体
■内容／郷土芸能などの保存、継承活動のうち、対象となる事業への補助
■交付率／事業費の75％以内
■申請期限／5月6日㈮
■その他／これまでに同補助金を受けた団体は対象外です。
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課生涯学習係（総合体育館内） 83-0077
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は

国際交流、文化、スポーツ振興基金

補助金と報奨金制度のおしらせ
■申請・問い合わせ／生涯学習スポーツ課（総合体育館内） 83-0077

国際交流振興事業補助金国際交流振興事業補助金
　市民を対象とした親善交流事業に対して補助金を
交付します。
■対象者／市内に在住している方または市内に事業
　所などを有する団体など
■対象事業／国際化を目的として市民を対象に行わ
　れる親善交流事業
■補助金の額／事業費の½以内（限度額：団体10万
　円、個人5万円）
■申請期限／9月30日㈮午後5時

海外研修事業補助金海外研修事業補助金
　公的機関などが主催する海外研修に参加する方に
対して補助金を交付します。
■対象者／市内に在住または在学している方
■対象事業／国際的視野を広め、能力開発向上を目
　的とし、公的機関などが主催する海外研修（ただ
　し、募集範囲がひとつの団体内に限定されるもの
　を除く）
■補助金の額／事業費の⅓以内（限度額：3万円）
※補助金の交付は1人につき2回までです。
■申請期限／9月30日㈮午後5時

文化振興事業補助金文化振興事業補助金
　優れた芸術文化の普及や実践活動を行う団体など
に対して補助金を交付します。
■対象者／市内に事業所などを有する団体など
■対象事業
▷優れた芸術文化の普及事業
▷優れた芸術文化の実践助成事業
■補助金の額／普及状況、実践状況を勘案して定め
　た額
■申請期限／5月27日㈮午後5時

　市では「小千谷市国際交流、文化、スポーツ振興基金」を積み立て、国際交流、文化、スポーツの振興を図
っています。本基金により下記のとおり補助金、報奨金を交付しますので、希望する方はお問い合わせくださ
い。また、この基金への寄付を募っています。



船岡公園まつり

■期日／5月5日㈷　
■会場／船岡公園
■露店／午前10時30分～（予定）
※その他の詳しいイベント内容は市報おぢや4月25日号でお知らせします。
※船岡公園駐車場は利用できません。徒歩かシャトルバスをご利用ください。
※雨天の場合は中止です。
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みんなで祝おう！小千谷市公民館創設70周年
　1946（昭和21）年に県下ではいち早く設置された小千谷市公民館。今年で創設70周年を迎えます。この記
念すべき節目を市民のみなさんとともに祝うため、さまざまな記念事業を展開します。

開催日 行事名

5月 13日㈮ プロアドベンチャーレーサー田中陽希講演
会※入場券発売中

6月
11日㈯ NHKラジオ公開録音「民謡をたずねて」

19日㈰ 子どもの遊びのひろば

9月
16日㈮・17日㈯ 地元出身オペラ歌手品田広希さんによるオ

ペラコンサート

24日㈯ 鼓童交流公演

※このほか記念誌の作成や地元高校生との共同企画なども予定しています。各イベントの詳細については、今
　後の市報おぢやと市ホームページ http://www.city.ojiya.niigata.jp/で随時ご案内します。
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課公民館係（市民会館内） 82-9111

おぢや春まつりのお知らせ
　　「おぢや桜まつり」・「船岡公園まつり」を開催します。楽しいイベントを「おぢや桜まつり」・「船岡公園まつり」を開催します。楽しいイベントを
多数ご用意しています。ご家族おそろいでお出かけください。悪天候により多数ご用意しています。ご家族おそろいでお出かけください。悪天候により
行事内容などを変更する場合は、観光協会ホームページでお知らせします。行事内容などを変更する場合は、観光協会ホームページでお知らせします。
■■問い合わせ／問い合わせ／小千谷観光協会（商工観光課内）小千谷観光協会（商工観光課内） 83-351283-3512 83-087183-0871 kk
　anko@city.ojiya.niigata.jp　anko@city.ojiya.niigata.jp http://www.ojiyakanko.com/http://www.ojiyakanko.com/

おぢや桜まつり

■期日／4月17日㈰
■会場／千谷工業団地内※雨天の場合は、行事の一部を日本ベアリング㈱の体育館で行います。
■行事予定

イベント名 時間 その他

動物戦隊ジュウオウジャー・ショー ①午前10時30分～11時
②午後1時～1時30分

各ショー終了後、記念撮影会（有料）
があります。

おぢやイメージキャラクター
「よし太くん」とジャンケン大会

①午前10時10分～10時25分
②午後0時40分～0時55分

「万
ま ん ぽ

歩ぅ～ダンス」コンテスト 午前11時30分～正午

大ビンゴ大会 午後2時～

フアフア広場 午前10時～午後3時 料金:100円（5分程度）

うまいもの広場 午前10時～午後3時 雨天の場合は中止です。

闘牛ふれあい広場 午後0時30分～3時

※熱気球試乗体験は実施しません。
■千谷工業団地内の交通規制／4月17日㈰午前8時～午後4時30分

お知らせ
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＜小千谷市公民館創設70周年記念事業＞

NHKラジオ公開番組「民謡をたずねて」
観覧募集のお知らせ

　NHK新潟放送局と小千谷市では、小千谷市公民館創設70周年を記念して「民謡をたずねて」の公開録音を
実施します。日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ全国各地の民謡の魅力をたっぷりとご紹介します。
■日時／6月11日㈯午後1時30分～3時30分（予定）（開場：午後1時）
■会場／市民会館大ホール
■出演予定
▷唄：小杉真貴子、村松喜久則、小野田浩二、稲庭淳、天野りえ、中村澪
▷三味線：二代目藤本琇丈、藤本秀心
▷尺八・笛：佃一生、佃康史
▷鳴物：美波駒和美、美波駒旵美
▷はやし詞：新津幸子、新津美恵子
▷司会：NHK新潟放送局アナウンサー
■入場無料※ただし、入場整理券（1枚につき2人入場可）が必要です。
■入場整理券の申込方法／郵便往
　復はがき（私製を除く）に以下
　を記入してお申し込みください。
▷往信用うら面：①郵便番号②住
　所③名前（ふりがな）④電話番号
▷返信用表面：①郵便番号②住所
　③名前
▷返信用うら面：抽選結果を印刷
　しますので、白紙のままお送り
　ください。紙・シールなどの貼
　り付け、修正液のご使用もご遠
　慮ください。
▶あて先：〶947-0031新潟県小千谷市土川1-3-3小千谷市民会館「民謡をたずねて」係
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※応募多数の場合は、抽選のうえ、返信用はがきで抽選結果をお送りします。
※記入に不備があった場合は無効になりますのでご注意ください。
■申込締切／5月9日㈪必着
■放送予定／7月23日㈯、7月30日㈯、8月27日㈯午後0時30分～0時55分（ラジオ第1・FM・国際）
■主催／NHK新潟放送局、小千谷市
■その他／ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果のご連絡のほか、NHKでは、受信料のお願いに使
　用させていただくことがあります。
■問い合わせ
▷NHK新潟放送局 025-230-1622（平日午前10時～午後6時30分）
▷市民会館 82-9111（平日午前9時～午後5時）

〇出演予定者（唄）

△小杉真貴子　　 △村松喜久則　　 △小野田浩二　　 △稲庭淳　　　　 △天野りえ　　　 △中村澪　　　

お知らせ
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ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

￥５４０

初
め
て
の
投
票
に
緊
張

　

総
合
支
援
学
校
で
生
徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今

年
の
夏
に
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、

初
め
て
企
画
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
学
校
で
は
、
選
挙
に
つ
い
て
学

ぶ
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
立
候
補
者
の
受
付
か
ら
選
挙
運
動
、

立
会
演
説
会
、
投
開
票
ま
で
を
約

1
か
月
半
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

投
票
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

投
票
箱
と
記
載
台
を
借
り
、
実
際

の
選
挙
と
同
じ
も
の
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
有
権
者
は
32
人
で
、
受
付

で
投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
た
児
童

・
生
徒
は
、
緊
張
し
た
様
子
で
投

票
箱
へ
投
票
し
て
い
ま
し
た
。

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を

　

県
の
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
化
月
間
」
に
合

わ
せ
、
小
千
谷
警
察
署
で
園
児
と
祖
父
母

に
よ
る
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
推
進
宣
言
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
小
千
谷
警
察
署
管
内
を
代
表

し
、
小
千
谷
市
の
片
貝
保
育
園
、
つ
く
し

幼
稚
園
、
長
岡
市
の
東
川
口
保
育
園
の
園

児
3
人
が
「
交
通
安
全
の
お
約
束
」
を
元

気
よ
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
警

察
署
玄
関
前
に
停
め
ら
れ
た
パ
ト
カ
ー
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

3
月
24
日
㈭
に
市
と
5
つ
の
社

会
福
祉
法
人
、
10
施
設
と
の
間
で

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
、
市
内
で
大
規
模
な
地
震
や

風
水
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
体
育
館
な
ど
の
指
定
避

難
所
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、

避
難
所
生
活
に
特
別
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
方
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
福
祉
避
難
所
の
設
置
と
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
協
力
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
趣
旨
に
賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
と
協
定

の
締
結
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
協
定
締
結
先
一
覧

社
会
福
祉
法
人　

小
千
谷
北
魚
沼

福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
粟
田
の
里

小
千
谷
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
か
り
工
房

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
工
房

社
会
福
祉
法
人　

苗
場
福
祉
会

健
康
倶
楽
部
中
子
の
森

社
会
福
祉
法
人　

平
成
福
祉
会

モ
ス
・
コ
ー
ラ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

社
会
福
祉
法
人　

つ
つ
じ
会

つ
つ
じ
ガ
ー
デ
ン
小
千
谷

社
会
福
祉
法
人　

長
岡
福
祉
協
会

ケ
ア
ハ
ウ
ス
小
千
谷
さ
く
ら

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
ぢ
や
さ
く
ら

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
片
貝
さ
く
ら

／ 3　   1

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

／ 3　   2
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雪
の
上
を
全
力
疾
走
！

　

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
前
広
場
と
東
小
千
谷
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
東
小
千
谷
地

区
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
東
小
千
谷
地
区
の
5
つ
の
公
民
館
分
館
（
木
津
、
横
渡
、
浦
柄
、

薭
生
、
東
小
千
谷
）
で
組
織
す
る
「
公
民

館
東
小
千
谷
地
区
五
分
館
連
絡
協
議
会
」

に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
会
場
で
は
、
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
や
幼

児
レ
ー
ス
、
消
防
は
し
ご
車
の
試
乗
体
験
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
キ
ン
ボ
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
穏
や
か
な
天
候

の
下
、
地
域
内
外
か
ら
お
お
ぜ
い
の
方
が

訪
れ
、
雪
上
イ
ベ
ン
ト
や
競
技
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

歴
史
を
知
っ
て
地
元
を
誇
り
に

　

3
月
23
日
㈬
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
小
千
谷
市
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
平
成
30
年
に
戊
辰
戦
争
か
ら
1
5
0
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
米
沢
出
身
の
作
家
、
鈴
木
由
紀
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
戊
辰

戦
争
の
裏
側
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、

慈
眼
寺
を
舞
台
と
し
た
小
千
谷
会
談
に
も
触
れ
な
が
ら
、「
歴
史
は
都
合

の
悪
い
こ
と
は
伏
せ
ら
れ
て
い
て
、
裏
側
か

ら
見
る
と
全
く
違
う
も
の
が
見
え
て
く
る
」

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
「
歴
史
と
い

う
も
の
は
自
分
を
作
っ
て
い
る
も
の
。
そ
れ

を
調
べ
て
、
よ
く
知
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
生

ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
自
分
に
な
れ

た
」
と
ま
と
め
、
会
場
に
集
ま
っ
た
2
1
6

人
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

火
を
灯
し
て
春
を
待
つ

　

岩
沢
地
区
で
春
こ
い
火
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た

雪
原
に
は
約
2
0
0
0
個
の
缶
灯
篭
が

並
べ
ら
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
火
ま
つ
り

の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
火
の
玉
が
山
を

滑
降
す
る
「
山
の
火
走
り
」
や
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
た
い
ま
つ
を
回
す
「
た
い

ま
つ
演
舞
」
な
ど
、
火
に
ち
な
ん
だ
行

事
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

地
元
団
体
に
よ
る
そ
ば
や
と
ん
汁
な
ど

の
屋
台
も
出
さ
れ
、
お
お
ぜ
い
の
方
が

温
か
い
も
の
を
求
め
て
列
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

地
元
企
業
の
魅
力
を
再
発
見
！

就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

就
職
活
動
中
の
学
生
を
対
象
に
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
16
日
㈬
は
、
東
京
出
発
の
「
地
元
就
職
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
開
催

さ
れ
、
㈱
第
一
測
範
製
作
所
の
企
業
見
学
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
17
日
㈭
は
「
就
職

応
援
ゼ
ミ
」
と
「
お
ぢ
や
・
か
わ
ぐ
ち
・
う

お
ぬ
ま
地
区
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
開
催
さ

れ
、
自
己
P
R
の
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
や
面
接

マ
ナ
ー
の
基
本
を
学
ん
だ
り
、
参
加
企
業
34

社
か
ら
企
業
の
説
明
な
ど
を
受
け
た
り
し
ま

し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
約
50
人
の
学
生
は
興

味
の
あ
る
企
業
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
採
用
担
当
者
の
話
を
真
剣
に
聴

い
て
い
ま
し
た
。

まちの話題 RUPO&NEWS

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

／ 3　 23 ／

／

 3
16 

 3
    17

　 ～

／ 3　 12 ／ 3　   6
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小
千
谷
市
が
市
制
を
施
行
し
て
62
年
目
に
あ
た

る
3
月
10
日
㈭
、
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
21
人
（
表

彰
式
当
日
は
、
都
合
に
よ
り
10
人
が
欠
席
）
の
方

々
を
小
千
谷
市
褒
賞
条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
し
ま

し
た
。

　

被
表
彰
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▶
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ん

　

と
市
・
議
会
関
係
者

　
　
　
　
　

小
千
谷
市
褒
賞
条
例
褒
賞
者
表
彰
式　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

市
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

▼
町
内
会
長
永
年
勤
続
（
10
年
以
上
）

　

勝
又
幸
博
（
木
津
団
地
）

　

眞
島
淳
（
津
山
町
）

　

小
宮
政
昭
（
稲
場
）

▼
保
護
司
永
年
勤
続
（
12
年
以
上
）

　

小
林
隆
一
（
山
谷
）

▼
統
計
調
査
員
永
年
勤
続
（
20
年
以
上
）

　

関
美
沙
子
（
本
町
1
）

▼
学
校
医
永
年
勤
続
（
20
年
以
上
）

　

池
田
敏
明
（
城
内
2
）

　

丸
本
桂
三
（
東
京
都
文
京
区
）

▼
消
防
団
員
永
年
勤
続
（
25
年
以
上
）

　

高
橋
裕
一
（
桜
町

）

　

山
賀
健
之
（
鴻
巣
）

　

川
上
由
紀
夫
（
川
井
本
田
）

　

廣
井
亨
（
蘭
木
）

　

安
達
和
志
（
新
屋
敷
）

　

近
藤
茂
昭
（
元
中
子
）

▼
産
業
振
興
功
労

　

樋
口
隆
司
（
本
町
2
）

▼
市
議
会
議
員
永
年
勤
続
（
10
年
以
上
）

　

吉
原
正
幸
（
高
見
）

　

柳
田
宏
光
（
二
俣
）

▼
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付

　

黒
﨑
寛
司
（
新
潟
市
中
央
区
）

　

㈱
藤
田
内
装
建
築
（
市
ノ
口
）

　

細
川
よ
し
え
（
東
京
都
立
川
市
）

　

理
研
精
機
㈱
（
山
寺
）

　

山
本
清
（
本
町
2
）

開催日 対象地区 会場

4月25日㈪ 岩沢地区 岩沢住民センター

4月26日㈫ 吉谷地区 吉谷トレーニングセンター

5月  9日㈪ 城川地区 サンラックおぢや

5月11日㈬ 真人里地地区 真人住民センター

5月16日㈪ 東小千谷地区 ホットプラザ（勤労青少年ホーム）

5月17日㈫ 西小千谷地区 市民会館

5月19日㈭ 真人北部地区 若栃集落センター

5月23日㈪ 川井地区 川井住民センター

5月26日㈭ 山辺地区 塩殿ふれあいセンター

5月30日㈪ 片貝地区 片貝総合センター

6月  1日㈬ 東山地区 東山住民センター

6月  2日㈭ 千田・高梨地区 小粟田多目的センター

市政懇談会～地域の元気めっけましょう～
　市長が市内各地へお伺いして、市政についてお伝えし、みなさんと膝を交えて語り合う「市政懇談会」
を開催します。今年は「私たちの地域自慢」をテーマに、みなさんからご意見をいただきます。ぜひご参
加ください。
■内容／第五次総合計画・総合戦略の説明、平成28年度予算と主要事業、懇談会
■開催日・会場

■時間／毎回、午後7時30分～9時ころ（終了予定）
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係 83-3507

お知らせ
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「
小
千
谷
陶
友
会
」
の
み
な
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

月
2
回
、
午
後
6
時
〜
9
時
に
楽

集
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
子
ど
も
た
ち
に
陶
芸
を
教
え
た

り
、
企
業
の
依
頼
を
受
け
て
教
室
を

開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

―
―
陶
芸
の
魅
力
は
何
で
す
か

　

作
る
楽
し
み
と
使
う
楽
し
み
が
味

わ
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
窯
か
ら
出
し

て
き
れ
い
に
焼
き
あ
が
っ
て
い
た
と

き
の
喜
び
や
、
自
分
で
作
っ
た
皿
で

食
べ
る
料
理
の
味
は
格
別
で
す
。
ま

た
、
手
作
り
な
の
で
一
つ
ひ
と
つ
に

違
っ
た
味
が
出
る
の
も
魅
力
で
す
。

み
な
さ
ん
回
を
重
ね
る
と
だ
ん
だ
ん

作
る
の
が
上
手
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、

初
め
て
作
っ
た
作
品
が
一
番
味
が
あ

っ
て
好
き
だ
と
言
う
方
も
多
い
で
す
。

―
―
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
が
実
生
活
で

使
え
て
役
立
つ
こ
と
で
す
。

―
―
み
な
さ
ん
に
ひ
と
言

　

会
員
に
な
ろ
う
か
迷
っ
て
い
る
方

は
、
1
回
1
0
0
0
円
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　

葉
皿
作
り
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
真
剣
な
顔
だ
ね
！
写

真
撮
ろ
う
か
？
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

集
中
し
て
い
ま
し
た
。
楽
し
く
て
、

あ
っ
と
い
う
間
の
3
時
間
で
し
た
！

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

小千谷陶友会

会員数：13人　   会費：10,000円／年
問い合わせ：滝澤 82-5751、西ノ入 82-9962

△11月に行った「小千谷陶友
　会グループ展」の様子

教育委員を
               任命しました

　小千谷市議会は、平成28年
第1回定例会で、平成28年3
月31日任期満了となりました
鞍立常行教育委員の後任に関
暁さんを任命することに同意
しました。
　任期は平成28年4月1日～
平成32年3月31日の4年間です。

関　暁　さん

小千谷市をPRするラジオ番組が
放送されています
　小千谷市の名物・イベント情報
などを発信するFMラジオ番組「お
ぢやファンファンC

チ ャ ン ネ ル

HANNEL」が
毎週金曜日に放送されています。
サンプラザ内の小千谷サテライト
から公開生放送されていますので、
ぜひお聴きください。
■放送局／FM-NIIGATA（新潟：
　77.5MHz、大和：86.5MHz）
■放送日時／毎週金曜日、正午～午後0時55分
■パーソナリティ／細貝恵美
■レポーター／田中彩貴（小千谷市出身）
■お知らせ／番組内の「キラリ☆おぢやんしょ。」のコーナ
　ーでは、小千谷市で活躍している方がゲストとして生出
　演しています。このコーナーを番組終了後もFM-NIIGA
　TAのホームページ http://www.fmniigata.com/から
　パソコンやスマートフォンでお聴きいただけますので、
　ぜひご利用ください。
■問い合わせ／地域振興課地域振興係 83-3556

お知らせ
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※
（　

）
内
は
前
職
で
す
。

●
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

■
保
健
福
祉
課
長
・
長
谷
川
秀
樹
（
税
務
課
長
）

■
総
務
課
長
・
野
澤
敏
（
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
長
）
■
建
設
課
長
・
大
矢
敏
之
（
地
域
振
興

課
長
）
■
市
民
生
活
課
長
・
吉
澤
靖
（
同
課
参

事
・
昇
任
）
■
ガ
ス
水
道
局
長
・
小
林
壯
一
（
農

林
課
参
事
・
昇
任
）
■
危
機
管
理
課
長
・
遠
藤

孝
司
（
同
課
参
事
・
昇
任
）
■
地
域
振
興
課
長

・
谷
口
豊
（
ガ
ス
水
道
局
参
事
・
昇
任
）
■
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長
・
久
保
田
千
昭
（
同
課

参
事
・
昇
任
）
■
税
務
課
長
・
谷
口
則
子
（
学

校
教
育
課
参
事
・
昇
任
）
■
市
民
生
活
課
・
神

林
弘
（
同
課
参
事
・
昇
格
）
■
企
画
政
策
課
・

阿
部
玲
子
（
同
課
参
事
・
昇
格
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
市
民
生
活
課
参
事
／
環
境
衛
生
係
長
・
篠
田

淳
一
（
図
書
館
参
事
）
■
建
設
課
参
事
／
国
土

調
査
係
長
・
吉
田
正
栄
（
農
林
課
参
事
）
■
ガ

ス
水
道
局
参
事
・
井
口
隆
（
同
局
業
務
課
長
・

昇
任
）
■
議
会
事
務
局
参
事
・
山
川
正
則
（
同

局
次
長
・
昇
任
）
■
建
設
課
参
事
・
真
島
新
一

（
同
課
都
市
整
備
室
長
・
昇
任
）
■
社
会
福
祉

課
参
事
・
高
橋
英
樹
（
同
課
課
長
補
佐
・
昇
任
）

■
保
健
福
祉
課
参
事
・
久
須
美
徹
也
（
同
課
課

長
補
佐
・
昇
任
）
■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
課

長
補
佐
・
佐
藤
正
行
（
商
工
観
光
課
副
参
事
・

昇
任
）
■
ガ
ス
水
道
局
施
設
課
長
・
勝
野
和
晃

（
建
設
課
副
参
事
・
昇
任
）
■
農
林
課
課
長
補

佐
・
渡
辺
英
明
（
総
務
課
副
参
事
・
昇
任
）
■

学
校
教
育
課
課
長
補
佐
・
野
口
美
奈
子
（
保
健

福
祉
課
係
長
・
昇
任
）
■
危
機
管
理
課
課
長
補

佐
・
山
谷
浩
之
（
税
務
課
係
長
・
昇
任
）
■
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
／
図
書
館
長
・
山
本
和
也

（
学
校
教
育
課
係
長
・
昇
任
）

【
係
長
級
】

■
商
工
観
光
課
観
光
係
長
・
平
澤
英
樹
（
建
設

課
国
土
調
査
係
長
）
■
農
林
課
農
地
林
務
係
長

・
佐
藤
公
一
（
ガ
ス
水
道
局
供
給
係
長
）
■
総

務
課
庶
務
管
財
係
長
・
佐
藤
俊
夫
（
危
機
管
理

課
危
機
管
理
係
長
）
■
建
設
課
工
務
係
長
・
大

矢
尚
（
企
画
政
策
課
企
画
経
営
係
長
）
■
ガ
ス

水
道
局
供
給
係
長
・
大
渕
祐
一
（
同
局
主
幹
・

昇
任
）
■
学
校
教
育
課
庶
務
係
長
・
近
藤
茂
子

（
総
務
課
主
査
・
昇
任
）
■
保
健
福
祉
課
国
保

年
金
係
長
・
田
邊
正
文
（
同
課
主
査
・
昇
任
）

■
税
務
課
管
理
収
納
係
長
・
五
十
嵐
琢
也
（
企

画
政
策
課
主
査
・
昇
任
）
■
企
画
政
策
課
企
画

経
営
係
長
・
安
達
桂
祐
（
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
主
査
・
昇
任
）

●
保
育
士

【
園
長
級
】

■
片
貝
保
育
園
長
・
藤
島
み
ど
り
（
北
保
育
園

長
）
■
北
保
育
園
長
・
田
中
利
子
（
西
保
育
園

主
幹
・
昇
任
）
■
岩
沢
保
育
園
長
・
和
田
修
子

（
真
人
保
育
園
主
幹
・
昇
任
）

●
公
安
職
（
消
防
職
員
）

【
消
防
長
】

■
消
防
本
部
消
防
長
／
消
防
司
令
長
・
瀬
沼
務

（
消
防
本
部
次
長
・
消
防
署
長
／
消
防
司
令
・

昇
任
）

【
次
長
】

■
消
防
本
部
次
長
・
消
防
署
長
／
消
防
司
令
・

和
田
孝
史
（
総
務
課
長
／
消
防
司
令
・
昇
任
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
警
防
課
長
・
副
署
長
／
消
防
司
令
・
中
野
正

和
（
予
防
課
長
／
消
防
司
令
）
■
予
防
課
長
／

消
防
司
令
・
関
俊
孝
（
危
険
物
係
長
／
消
防
司

令
・
昇
任
）
■
川
口
出
張
所
長
／
消
防
司
令
・

内
山
康
司
（
予
防
係
長
／
消
防
司
令
・
昇
任
）

■
総
務
課
長
／
消
防
司
令
・
渡
邉
秀
樹
（
庶
務

係
長
／
消
防
司
令
補
・
昇
任
）

【
係
長
級
】

■
警
防
係
長
／
消
防
司
令
・
久
保
田
守
（
川
口

副
出
張
所
長
／
消
防
司
令
補
・
昇
任
）
■
危
険

物
係
長
／
消
防
司
令
・
風
間
行
廣
（
通
信
指
令

係
長
／
消
防
司
令
補
・
昇
任
）
■
予
防
係
長
／

消
防
司
令
補
・
佐
藤
一
豊
（
救
急
係
長
／
消
防

司
令
補
）
■
庶
務
係
長
／
消
防
司
令
補
・
村
山

博
（
警
防
係
長
／
消
防
司
令
補
）
■
川
口
副
出

張
所
長
／
消
防
司
令
補
・
小
宮
泉
（
庶
務
係
主

査
／
消
防
司
令
補
・
昇
任
）
■
救
急
係
長
／
消

防
司
令
補
・
川
上
榮
太
郎
（
通
信
指
令
係
主
査

／
消
防
司
令
補
・
昇
任
）
■
通
信
指
令
係
長
／

消
防
司
令
補
・
坂
詰
郁
夫
（
予
防
係
主
査
／
消

防
司
令
補
・
昇
任
）

●
採
用

【
一
般
事
務
】

■
市
民
生
活
課
・
佐
藤
正
敏
■
保
健
福
祉
課
／

健
康
セ
ン
タ
ー
・
広
川
誠
■
保
健
福
祉
課
・
川

上
裕
太
■
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
・
麻
績
慧
■

学
校
教
育
課
・
中
村
春
香
■
税
務
課
・
小
島
卓

也
■
建
設
課
・
笛
木
裕
文
■
総
務
課
・
新
野
香

澄
■
図
書
館
・
町
田
祥
子
■
ガ
ス
水
道
局
・
波

塚
梨
々
花
■
農
林
課
・
星
野
貴
史

【
保
育
士
】

■
吉
谷
保
育
園
・
佐
藤
綾
■
北
保
育
園
・
鈴
木

美
里
■
す
み
れ
保
育
園
・
中
島
里
実
■
西
保
育

園
・
篠
田
遥

【
消
防
士
】

■
消
防
本
部
・
星
野
敦
哉
、
渡
邉
真
悟
、
長
谷

川
匠
真

【
工
務
員
】

■
ガ
ス
水
道
局
・
塚
田
淳
二

●
退
職
（
平
成
28
年
3
月
31
日
付
）

○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

■
草
野
薫
（
危
機
管
理
課
長
）
■
渡
邉
辰
男
（
総

務
課
長
）
■
池
昭
一
（
保
健
福
祉
課
長
）
■
佐

藤
忠
之
（
ガ
ス
水
道
局
長
）
■
田
中
俊
明
（
市

民
生
活
課
長
）
■
羽
毛
田
昌
敏
（
建
設
課
長
）

○
保
育
士

【
園
長
級
】

■
田
村
惠
美
子
（
片
貝
保
育
園
長
）
■
小
池
恵

子
（
岩
沢
保
育
園
長
）

〇
公
安
職
（
消
防
職
員
）

【
消
防
長
】

■
安
藤
高
志
（
消
防
本
部
消
防
長
／
消
防
司
令
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
新
保
久
（
警
防
課
長
・
副
署
長
／
消
防
司
令
）

■
伊
佐
勉
（
川
口
出
張
所
長
／
消
防
司
令
）

4
月
1
日
付

市
役
所
人
事
異
動

　
　

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
職
員
係

　
　

83
・
3
0
0
5



　対象者の方に接種費用の一部助成を行います。
　肺炎球菌予防接種は、肺炎球菌による肺炎など
の感染症を予防し、重症化を防ぐ効果があります
が、すべての肺炎を予防するワクチンではありま
せん。予防接種に加えて細菌やウイルスが体内に
入り込まないようにすることや、体の免疫力を高
めるといった日常生活での心がけが重要です。
■実施期間／4月1日㈮～平成29年3月31日㈮
■対象／次の①または②に該当する方
※すでに肺炎球菌予防接種を接種したことがある
　方は、対象となりません。
①小千谷市民で下表に該当する方
年齢 生年月日
65歳 昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生まれ
70歳 昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生まれ
75歳 昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生まれ
80歳 昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生まれ
85歳 昭和  6年4月2日～昭和  7年4月1日生まれ
90歳 大正15年4月2日～昭和  2年4月1日生まれ
95歳 大正10年4月2日～大正11年4月1日生まれ
100歳 大正  5年4月2日～大正  6年4月1日生まれ

※上記対象の方には3月末に個別通知を発送しま
　した。
※今後3年間（平成30年度まで）は、各年度に該
　当の年齢となる方が対象となります。
②60歳以上65歳未満の方で身体障害者手帳1級相
　当の心臓、腎臓や呼吸器機能またはヒト免疫不
　全ウイルスによる免疫の機能に障がいのある方
■接種回数／1回接種
■自己負担額／4,640円（消費税込み）
※医療機関の窓口でお支払いください。ただし、
　生活保護受給者は無料になります。
■実施医療機関／小千谷市、魚沼市、長岡市（旧川
　口町）の医療機関
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※かかりつけの医療機関（主治医）で接種して
　ください。
※受けたい日の3日前までに実施する医療機関
　に電話で申し込みください。
※予防接種を受けられない医療機関があります
　ので、実施の有無を確認してください。なお、
　実施医療機関以外で接種を希望する方は健康
　センターまでご連絡ください。
■接種後の注意
▷接種当日は激しい運動を避けてください。
▷接種当日の入浴は問題ありません。ただし、
　注射をしたところはこすらないでください。
▷接種後に発熱したり、接種した部位が腫れた
　り、赤くなったりすることがありますが、通
　常は数日中に消失します。
▷接種後は健康管理に注意し、もし、接種部位
　の異常な反応や体調の変化があった場合は、
　速やかに医師の診察を受けてください。
▶まれに頭痛や悪寒やアナフィラキシー様反応
　（通常接種後30分以内に出現する呼吸困難や
　全身性のじんましんなどを伴う重いアレルギ
　ー反応のこと）、知覚障害など重大な副反応
　が起こることがあります。
※気にかかることやわからないことは、接種前
　に医師や看護師に相談しましょう。
■問い合わせ／健康センター予防係 83-3640

高齢者用肺炎球菌予防接種のお知らせ

4
月
1
日
か
ら

市
の
組
織
・
機
構
の

  
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

  

危
機
管
理
課

　
「
危
機
管
理
係
」
と
「
原
子
力
安
全
対
策
係
」

を
統
合
し
、「
危
機
管
理
・
原
子
力
安
全
対
策
係
」

と
し
ま
し
た
。

　

危
機
管
理
課

83
・
3
5
1
5

  

農
林
課

　
「
農
業
振
興
係
」
を
「
農
政
・
錦
鯉
戦
略
係
」

に
改
め
ま
し
た
。
T
P
P
な
ど
の
農
政
改
革
に
対

応
し
、
産
業
と
し
て
の
競
争
力
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、「
錦
鯉
発
祥
の
地
」
と
し
て
錦
鯉
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
錦
鯉
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け

戦
略
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
林
課

83
・
3
5
1
0

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課
企
画
経
営
係

83

・
3
5
0
7

お知らせ



1

　

65
歳
以
上
の
7
人
に
1
人
は
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
認
知
症
。
認
知
症
は
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
、

生
活
に
支
障
が
出
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
認
知
症
を
早

期
に
発
見
し
対
応
す
る
こ
と
は
重
要
で
、
認
知
症
の
進

行
を
遅
ら
せ
健
康
な
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
分
だ
け
介
護
す
る
人
の
負
担
軽
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
周
囲
の
人
が
認

知
症
を
理
解
し
あ
た
た
か
く
接
す

る
こ
と
で
、
認
知
症
の
人
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、
認
知
症
に
つ
い

て
学
び
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
応
援

者
の
こ
と
で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
講
師
役
で
あ
る
「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
」
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
講
座
の

受
講
を
希
望
す
る
団
体
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
地
域
の
集
い
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
や

学
校
な
ど
で
も
講
座
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
高
齢

福
祉
係

83
・
4
0
6
0

認
知
症
へ
の
理
解
の
た
め
に　

 

■
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

83
・
4
0
6
0

集
い
・
相
談
の
場

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
認
知
症

の
人
や
家
族
、
地
域
の
方
、
専

門
職
な
ど
が
集
う
場
で
あ
り
、
認
知
症
に
関
す
る
情

報
交
換
や
専
門
職
に
よ
る
助
言
な
ど
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。
５
月
か
ら
次
の
市

内
２
か
所
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ほ
の
ぼ
の

　
　
　
　
（
ほ
の
ぼ
の
小
千
谷
福
祉
会
運
営
）

■
日
時
／
毎
月
第
1
日
曜
日
（
1
月
の
み
第
2
日
曜

日
）
午
後
1
時
〜
3
時

■
会
場
／
地
域
の
お
茶
の
間
城
内
（
城
内
3
）

■
問
い
合
わ
せ
／

81
・
4
0
1
0

　
　
　
　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
み
ゆ
き

　
　
　
　
（
苗
場
福
祉
会
運
営
）

■
日
時
／
毎
月
第
3
日
曜
日
（
1
月
の
み
第
4
日
曜

日
）
午
後
1
時
〜
3
時

■
会
場
／
健
康
倶
楽
部
中
子
の
森
（
元
中
子
）

■
問
い
合
わ
せ
／

82
・
0
8
8
0

※
日
程
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
問

　

い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
参
加
料
は
い
ず
れ
も
1
回
1
0
0
円
で
す
。

2

　近年、全国的に食肉を原因とする食中毒が多
く発生しています。生肉には新鮮さと関係なく
食中毒菌がついている場合があります。牛、豚、
鳥などの腸管内にはカンピロバクターや腸管出
血性大腸菌などの食中毒菌がいて、現在の食肉
処理方法では完全に除去することが困難です。
よく加熱すれば菌は死滅します。
　また、行楽シーズンは有害植物による食中毒
にも注意しましょう。
　詳細は、「にいがた食の安全
インフォメーション」ホームペ
ージ http://www.fureaikan.
net/syokuinfo/からご覧いた
だけます。
■問い合わせ／健康センター予
　防係 83-3640

食肉や有害植物による食中毒に注意しましょう

〇予防ポイント～食肉～

▷肉の中心部までしっかり加熱する
▷手をよく洗う（料理の前後、食事
　の前、トイレの後）
▷焼肉では、焼く箸と食べる箸を別
　々にする
▷レバ刺し・とり刺しなど生肉は食べない

〇予防ポイント～有害植物～

▷食用と正確に判断できない山野草などは、絶対
　に採らない、食べない、人にあげない
▷食用植物と有害植物は同じ場所に生えることが
　あるので、採る際は1本1本をよく確認する
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■日時／5月3日㈷午後1時開式（午後3時終了予定）
■受付／正午～
■会場／市民会館(土川1-3-3）
■対象／平成7年4月2日～平成8年4月1日に生まれ
　た方
※転入、転出された方も参加できます。
※対象者個人に案内状は発送しません。対象者が市
　外に転出されている場合はご家族などから本人に
　お伝えください。
■内容／記念式典・アトラクション・記念撮影
■その他
▷記念品として後日記念写真を郵送します。希望す
　る方は裏面の記念写真送付票に記入のうえ、当日
　会場にお持ちください。

▷市では地元就職支援のため新潟就職情報サイト
　「にいがた就職応援団」とタイアップし、就職支
　援のためのセミナー開催、情報提供を行っていま
　す。今年から就職活動を始める学生の方は、情報
　提供希望の有無をお聞かせください。メールでの
　配信も行っていますので、ご希望の方はメールア
　ドレスも記入ください。
▷記入いただいた個人情報は、記念写真の送付・地
　元就職支援以外の目的には使用しません。
■問い合わせ
▷成人式について：公民館（市民会館内） 82-9111
▷就職支援情報について：商工観光課商工振興係
　83-3512

き　り　と　り

17　―　市報おぢや4月号

　市民のみなさんの人生の節目である結婚や誕生を一緒にお祝いします。
　結婚されたお二人や赤ちゃんの写真を、市長メッセージとともに写真立てに入れてプレゼント
します。
■対象者／小千谷市に在住または在住予定の方で、次のいずれかに該当する方
①対象期間内に小千谷市役所窓口に婚姻届を提出された方
②対象期間内に出生し、出生届を提出された方
■その他
▷対象者には市民生活課窓口で申込書を配布しています。
▷申込書は、総合体育館にあるほか、市ホームページ http://www.city.ojiya.niigata.jp/から
　もダウンロードできます。
■問い合わせ／生涯学習スポーツ課生涯学習係（総合体育館内） 83-0077

おぢやファミリー祝福キャンペーン

①写真プリントに市長メッセージを添えた写真立てをプレゼント

▷お持ちの写真データを市に送っていただきます。市は写真データをプリ
　ントし、写真立てに入れて市長メッセージとともにお送りします。
▷届出の際に、市民ホールで写真撮影を行うこともできます。

②市報おぢやへの掲載

　希望者には市報おぢやで結婚、出生の情報を掲載して市民のみなさんに
お知らせし、結婚、誕生をお祝いします。

お祝い内容

平成28年度 成人式成人式 のご案内
　
　成人になったみなさんをお祝いする、成人式を開催します。申し込みは必要あ
りません。直接会場へお越しください。多数のご出席をお待ちしています。

お知らせ



―　18

お知らせ

学
び
の
サ
ロ
ン
西
脇
順
三
郎

　

二
人
の
詩
人
が
、
西
脇
詩
の
お
も
し
ろ
さ
を

熱
く
語
り
ま
す
。

■
日
時
／
4
月
23
日
㈯
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

■
会
場
／
市
民
会
館
4
階
大
会
議
室

■
内
容
／
対
談
「
西
脇
順
三
郎
の
詩
の
魅
力
」

■
講
師
／
八
木
忠
栄
さ
ん
（
詩
人
・
新
潟
県
出

身
）、
八
木
幹
夫
さ
ん
（
詩
人
・
神
奈
川
県
出
身
）

■
入
場
無
料
・
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
／
西
脇
順
三
郎
を
偲
ぶ
会
事
務

局
（
図
書
館
内
）

82
・
2
7
2
4
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住所 〒

世帯主氏名

氏名

電話番号

就職支援情報の
送付
（チェックをつ
けてください）

□上記住所へ送付を希望する
□上記以外の住所へ送付を希望する
　↓送付希望先住所
　〒

□希望しない

現在お勤めですか□社会人　□学生　□その他

メールアドレス
（パソコンのみ）

住所 〒

氏名
様

成人式記念写真送付票　 （送付用）（市控用）

き　

り　

と　

り 〔　　　　 　　　　　〕

き　り　と　り

アンケートにご協力ください

●現在のお住まいは？
　□市内
　□県内（　　　　　　）
　□県外（　　　　　　）
●将来望む住まいは？
　□市内
　□県内（　　　　　　）
　□県外（　　　　　　）

指
定
ご
み
袋
を
無
償
で
交
付
し
ま
す

　

次
の
方
々
に
指
定
ご
み
袋
交
付
の
申
請
書
を

発
送
し
ま
し
た
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

指
定
の
交
付
場
所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
対
象

▽
生
活
保
護
世
帯　

▽
障
害
者
総
合
支
援
法

　

に
基
づ
き
、
紙
お
む

　

つ
ま
た
は
ス
ト
マ
用

　

装
具
の
交
付
を
受
け

　

て
い
る
方

▽
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
を
受
給
し

　

て
い
る
方

▽
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
い
る
世
帯

■
受
取
方
法
／
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
場
所
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

83
・
3
5
0
9

▽
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

83
・
4
0
6
0

　
　

 

つ
つ
が
虫
病
に
注
意
！

　

つ
つ
が
虫
病
の
発
生
が
増
え
る
時
季
に
な
り
ま
す
。

川
辺
や
野
山
な
ど
で
の
山
菜
採
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

農
作
業
な
ど
自
然
の
中
で
体
を
動
か
す
と
き
に
怖
い

の
が
つ
つ
が
虫
病
で
す
。
つ
つ
が
虫
に
刺
さ
れ
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
つ
つ
が
虫
病
の
症
状

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
師
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
特
有
な
刺
し
口
が
あ
る

▽
刺
し
口
の
近
く
の
リ
ン
パ
節
が
は
れ
上
が
る

▽
山
林
や
草
む
ら
に
入
っ
て
か
ら
、
１
週
間
く
ら
い

　

で
高
熱
が
出
て
、
１
週
間
以
上
続
く

▽
皮
膚
に
暗
赤
色
の
発
疹
が
現
れ
る

※
つ
つ
が
虫
病
は
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

〇
刺
さ
れ
な
い
た
め
の
予
防
対
策

▽
農
作
業
、
山
菜
採
り
な
ど
で
山
林
や
草
地
に
入
る

　

と
き
は
、
肌
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

▽
衣
類
を
草
む
ら
に
置
い
た
り
、
草
む
ら
で
休
息
や

　

用
便
を
し
な
い

▽
防
虫
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
利
用
す
る

▽
作
業
後
は
入
浴
を
し
て
、
衣
類
や
皮
膚
に
つ
つ
が

　

虫
が
つ
い
て
い
な
い
か
確
認
す
る

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
予
防
係

83
・
3

6
4
0
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※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

■まちのうごき（3月31日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

28年3月 過去10年
の平均

28年
1～3月

27年
1～3月

28年
1～3月

27年
1～3月

男 18,249人(－  61) 出生 14人 平均気温 5.1℃ 1.2℃
火災 2件 4件

件数 24件 24件

女 18,708人(－  39) 死亡 45人 最高気温 20.0℃ 13℃ 死者 1人 0人

合計 36,957人(－100) 転入 149人 最低気温 -3.1℃ -6.5℃
救急 384件 377件

傷者 25人 29人

世帯数 12,743世帯(＋10) 転出 218人 降水量月計 58.5㎜ 154.7㎜

お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に
　開催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成27年
12月生まれ

5月11日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成27年
6月生まれ

5月10日㈫ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成26年
10月生まれ

5月19日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成26年
4月生まれ

5月18日㈬   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成25年
4月生まれ

5月17日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

55月月
乳幼児の健康診査日程乳幼児の健康診査日程

第
4
回
国
際
錦
鯉
幼
魚
品
評
会

　

体
長
が
12
〜
36
㎝
ま
で

の
手
軽
に
飼
育
で
き
る
錦

鯉
を
一
堂
に
集
め
た
幼
魚

品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
一
般
公
開

▽
4
月
23
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜
5
時

▽
4
月
24
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
2
時

■
会
場
／
ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市
千
秋
3
丁

目
3
1
5
‐
11
）

■
問
い
合
わ
せ
／
全
日
本
錦
鯉
振
興
会
新
潟

地
区
事
務
局

83
・
3
3
4
5

片
貝
町
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

片
貝
町
野
球
連
盟
で
は
平
成
28
年
度
に
次
の
野

球
大
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

大
会
名

開
催
日

予
備
日

第
52
回
会
長
杯
野
球
大
会

4
月
17
日
㈰

4
月
24
日
㈰

第
2
回
太
刀
川
忠
雄
杯
野
球
大
会

5
月
15
日
㈰

5
月
22
日
㈰

第
23
回
本
田
善
治
杯
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

6
月
1
日
㈬
〜

第
52
回
節
句
野
球
大
会

6
月
12
日
㈰

6
月
19
日
㈰

第
47
回
お
盆
野
球
大
会

7
月
3
日
㈰

7
月
10
日
㈰

第
12
回
片
貝
医
院
杯
野
球
大
会

8
月
21
日
㈰

8
月
28
日
㈰

■
会
場
／
片
貝
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
参
加
料
／
5
0
0
0
円
（
1
チ
ー
ム
1
大
会
）

■
申
込
締
切
／
各
大
会
が
開
催
さ
れ
る
5
日
前

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
片
貝
町
野
球
連
盟

84
・
3
7
7
5

84
・
4
1
1
5

越
後
立
て
鯉
展
示
観
賞
即
売
会

　

体
長
が
60
㎝
以
下
の
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の

錦
鯉
を
観
賞
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
一
般
公
開

▽
4
月
23
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▽
4
月
24
日
㈰
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
1
時

■
会
場
／
ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市
千
秋
3
丁

目
3
1
5
‐
11
）

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
市
錦
鯉
漁
業
協
同

組
合
事
務
局

41
・
1
4
0
5
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●
異
動
に
よ
り
6
年
間
在

籍
し
た
編
集
室
を
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
6
年
、
多
く
の
場
面
で

小
千
谷
の
楽
し
さ
や
人
の

温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
過

ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ん
に
感
謝
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
体
制
の
編
集
室
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！
い

●
い
さ
ん
と
あ
さ
ん
を
一

気
に
失
い
、
2
年
目
の
頼

り
な
い
私
だ
け
が
編
集
室

に
残
り
ま
し
た
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多

い
広
報
の
仕
事
で
す
が
、

新
体
制
の
編
集
室
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
よ
う
に
成

長
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

そ
し
て
私
事
で
す
が
、
4

月
5
日
に
入
籍
し
、
ふ
か

ら
よ
に
な
り
ま
し
た
。
よ

●
4
月
か
ら
編
集
室
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
ま
と
申

し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
に
大
切
な
情
報
を
お
届

編
集
室
だ
よ
り

問　題
　記念すべき節目を迎える小千谷市
公民館は、今年で創設から何周年で
しょう。
①60周年
②70周年
③80周年
■応募先／郵便番号、住所、氏名を
　明記のうえ、次の宛先までお送り
　ください。〶947-8501小千谷
　市役所企画政策課秘書広報係（住
　所は記載不要です）
■締切／4月22日㈮（当日消印有効）

3月号の答えは③「相馬野馬追」で
した。抽選の結果、次の方々が当選
しました。
　阿部達平さん　近藤健人さん
　吉村廣子さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

＜材料＞（4人分）
にんじん   中1本
オレンジ   1個
レモン   適量
グリーンリーフ   適量
　　酢   大さじ1
　　レモン汁   大さじ1
A　オリーブオイル   大さじ1
　　塩   少々
　　こしょう   少々

作ってみてね！この料理

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー57㌔㌍▷たんぱく質0.7㌘▷脂質3.1㌘▷
炭水化物7.2㌘▷カルシウム21㍉㌘▷食塩相当量0.5㌘

＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員

＜問い合わせ＞健康センター保健係 83-3640

にんじんとオレンジのラペ

＜作り方＞
①　オレンジは皮をむき、果肉をほぐしておく。
②　にんじんは千切りにし、レンジで1～2分加熱する。
③　ほぐしたオレンジと加熱したにんじんをすぐに和え、
　　Aを加えて調味する。
④　お皿にグリーンリーフとともに盛り付け、レモン、
　　パセリなどを散らす。

　「ラペ」とはフランス語でスライサーなどで「すり
おろす」という意味があり、フランス定番の家庭料
理です。彩りもよく、調理も簡単で日持ちしますの
で常備菜におすすめです。お好みでレーズンやナッ
ツ、フルーツを加えるなどアレンジしてお楽しみく
ださい。

　甘みが凝縮された雪下にんじんとオレンジの爽やかな
酸味がマッチした春らしいサラダを紹介します。

●
こ
の
春
か
ら
新
し
く
広

報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
み
と
申
し
ま
す
。

市
の
情
報
発
信
の
窓
口
と

い
う
仕
事
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
今
ま

で
よ
り
も
さ
ら
に
読
み
や

す
く
、
わ
か
り
や
す
い
紙

面
作
り
を
目
指
し
て
精
一

杯
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
み

●
こ
の
3
月
末
を
も
ち
ま

し
て
、
2
年
間
在
籍
し
た

編
集
室
を
卒
業
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

た
く
さ
ん
の
方
々
と
出
会

い
、
笑
顔
を
撮
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
お
お
ぜ
い
の

み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ

楽しみく

け
し
、
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
広
報
と
い
う
業
務
に

携
わ
る
期
待
感
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
取
材

で
得
た
発
見
や
感
動
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま

{


